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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 2/1～2/10身だしなみチェック提出期間

· 2/2（木）青山荘　歯磨き講習会

· 2/8（火）青山荘　避難訓練

· 2月より、佐藤朗子様デイケア再利用（ナイトケアは1/31で退所）。月1回受診時利用。

· 2/2（木）より、八木橋牧雄様ナイトケア利用。

＜利用者様情報＞

· 岩沢　正和様～NPO法人『ともいきの会　宝の杜』の就労サービスを受ける予定であり、1/25

に説明を聞きに行っている。具体的な予定（仕事の日程や内容）が決まり次第連絡するように説明している。

本日、通所予定日であるが本人より連絡がなく欠席している。自宅に電話確認すると、白山台の食堂で仕事を始めているとの情報あり。帰宅次第、本人より連絡頂きたいことを説明している。

訪問看護には、本人より1/30に連絡があり、就労を始めたことの報告と訪問のキャンセル依頼があったとのこと。

就労状況や本人の生活状況、希望を考慮し、デイケア利用についてどのようにしていくか検討していく。

· 久保　興介様～本日も特定スタッフ指名で相談したいと来所されている。特定スタッフは不在

であること、他スタッフも話を聞くことが出来ることを伝えるが、断って帰宅している。スタッフと会話している際は、笑顔みられている。

· 繁名　和恵様～昨日体調不良を訴え、デイケア欠席し、本日外来受診の予約を入れている。本

　　　　　　　日になると、「体調がいいから」と外来受診をキャンセルしているが、デイケアには連絡がない。スタッフから本人携帯に連絡すると、「今から行きます」と話し、デイケア来所している。本日は体調が良いとのことで、不調訴えなく表情も良い。昼食全量摂取している。

· 冨田　紀子様～転倒し顎を打って痛む為、デイケアを欠席すると連絡あり。グループホーム世

話人に連絡し、様子を見に行って頂いている。姉のお見舞で市民病院から帰宅する際、頭から転んで顎を打ったと話されていたとのこと。痣になっている程度で日常生活に支障はない様子の為、デイケアには来所するように促していく。

· 鈴木恵美子様～バス停付近で転倒し、膝を打ったとのことで、デイケアは休みたいと電話あり。

· 田中　正士様～今週より、膝に力が入らない様子が目立っている。椅子からの立ち上がりに時

間を要したり、歩く前に足踏みするなど事前運動を行っていることや、床を這って歩くことがある。歩行の際、転倒しそうになることが頻回にあるため、見守り要している。

本日は、手にも力が入らない様子で、味噌汁椀をこぼしたり、それを直そうとして他の食器もひっくり返してしまうことがある。スタッフが手伝うことを伝えるも、不機嫌そうに無視している。また、トイレにて転倒しそうになり、ドアに強くもたれかかって、床に膝をついていることがあり、介入している。

歩行状態が不安定のため、今後の対応方法について青風荘と相談していく。

· 八木橋牧雄様～昨日退院したとのことで、ナイトケアに挨拶に来られている。その際、口腔よ

り酒臭感じられることがあり、本人に確認すると、「抗酒剤飲んでるから飲みたくなる訳がない」と話す。昨日の朝に抗酒剤を服用しており、退院後は週1回水曜日の外来受診時に、抗酒剤を服用することとなっている。退院対応したＰＳＷによると、退院時点で口臭はあったとのこと。

＜外来情報＞

・高柳　和子様～排尿困難があるが、本日は大丈夫と話している。特に処方はない。

・大久保康弘様～幻聴は良くなってきたと報告している。

・清水頭　翼様～落ち着いて過ごしていると報告している。

・赤石　陽介様～よだれと尿が多く感じていると話す。タスモリン処方となっている。

・我満　奈津紀様～禁煙しているが、2日間吸いすぎたと話している。腕の痺れを感じ、相談している。次回外来受診までの分のビタミン剤が処方されている。

・板橋　利美様～外で転倒したが、特に外傷はないとのこと。

・巴　勇樹　様～採血の結果、コレステロール値が高くなっている。コレステロール剤処方となっている。

・川口　尚良様～自律訓練法は以前よりは良い感じがするが、それ以上の変化はないと話す。主治医からはそのまま長く継続していくよう説明している。

・青木　紀子様～腹痛を訴え、痛み止め5日分臨時処方となっている。

＜勉強会＞

消防通報専用電話からの通報例文（青陽館の場合）

◆火災通報装置を使用。

①またはPHSでは００１１９を押す。

②＜こちら１１９番＞＜消防署です＞＜火事ですか、救急ですか＞

　　　　「火事です、火事です。」

③＜場所は？＞

　　　　「青陽館です。」

　　　「住所は八戸市田面木字赤坂３５－６８」

　　　「電話番号は２７－２０１６」

　　　「国道１０４号の八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です。」

◆「３階建ての・・・階が燃えています。」

　　　「逃げ遅れた人は」

　　　　　　　　「いません。」

　　　　　　　　「・・・人逃げ遅れました。」

　　　　　　　　「まだ分かりません。」

◆その他、特異な事があれば言う

放送音響の操作の仕方
1 音響の右下の電源を入れる

2 マイク放送のボタンを押す⇒放送音が鳴る

3 マイク台についているボタン（オレンジ）を押しながら、放送案内をする

※館内放送例文

「・・・で火災が起きています。メンバーの方はスタッフの指示に従って避難して下さい。スタッフは、・・・から・・・へメンバーを誘導して下さい。」

火災受信機の操作の仕方

1 火災発生場所の確認：階層のみ表示の為、実際にどこからの出火かは現場を確認する

2 音響の一時停止：音響⇒館内のベル音の停止　　地区音響⇒館外のベル音の停止

